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 【来週の予定】                                                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

４（月） 全学年 振替休日 

５（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 月⑦ 

６（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 
中学校訪問のため 

午前中授業 
７（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 

８（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

４日（月） ５日（火） ６（水） ７（木） ８（金） 

店休日 

肉団子シチュー 

カリフラワーチーズ焼 

デザート 

魚味噌マヨ焼 

ひじき煮つけ 

かき玉汁 

豚とじ丼 

山芋明太和え 

みそ汁 

鶏クリーム煮 

ブロッコリー卵サラダ 

フルーツ蜜豆 

 

【今日のいいね！】

 

 

 保護者通知文でも紹介しましたが、今年度

の芸術鑑賞教室は、トロンボーンアンサンブ

ル『MUTE』の皆さまです。と、言いつつ、写

真の一番左に写っているのは私です。私の

人生はこの楽器と共に歩んできました。 

 大切な仲間達との演奏活動は私の生き甲

斐でもあります。その姿を生徒さんに見ても

らえることは最高の喜びでもあります。 

 先生方のご配慮で今回はこの鑑賞教室を 

一般公開することになりました。保護者の皆

様も是非ご来場下さい。詳細は通知文に記

載してあります。ご来場お待ちしております。 

 

目的 

 皆さんは、『勉強』は何のために必要だと思いますか？同じように立花高校には何

のために進学をしましたか？このように物事には何事も目的があるはずです。特段何

も考えなくても時間は経過します。同じ時間が経過するのなら、その中身を少しでも

意味あるものにした方が、何かに繋がり何かの役に立つのかもしれません。 

 

 知人から聞いたお話しです。京都の夜間中学校におばあちゃんが入学してきたそう

です。そのおばあちゃんは文字の読み書きができません。なので大好きなお孫さんに

お手紙が書きたくて夜間中学校へ字の読み書きを習うために入学したのだそうで

す。目的がはっきりしているので、それはそれは熱心に勉強をするのだそうです。する

とその姿を見た中学生が、『勉強は決して将来のためにだけするものではない』と気

づき、今この瞬間を楽しく充実させるために、級友のおばあちゃんと並んで一生懸命

授業に集中するようになったそうです。 

 

 大人はすぐに『将来のため』と子ども達を諭します。私はその発想を決して否定する

つもりはありません。しかし、デンマークの学校の目的を知ってとても感動しました。そ

れは『子どもたちに困難な未来を切り拓くための「楽観的展望」を与えること』と定

めてあるのです。前半は日本も同じですよね。確かに『将来のため』なのです。しかし

将来のためにただ『頑張る』ことを強要される日本と、『大丈夫だよ！』と抱擁してく

れるデンマークには大きな違いがあります。どちらかが間違っているとは思いません。 

 

私達に今すぐ将来を決定することはできません。しかし、目の前のこの一瞬をどの

ように過ごすのかは、私達次第なのです。そしてまだ決定できない未来も、夢に描くこ

とはできるのです。結局未来も今も私達の聖域なのです、なんのため？大事ですね。 
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 【来週の予定】                                                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

28（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

29（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

30（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

31（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

1（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 放課後 

※1 日（金） 校内漢字検定 

mamas café 来週の日替わりランチ  

28 日（月） 29 日（火） 30（水） 31（木） 1（金） 

天津飯 

春巻き 

中華スープ 

ハンバーグ 

ジャーマンポテト 

コンソメスープ 

ヤンニョムチキン 

しゅうまい 

中華スープ 

かぼちゃグラタン 

サラダ、一口フライ 

コーンスープ 

鶏つくねの甘辛煮 

かぼちゃサラダ 

デザート 

 

【今日のいいね！】

 

 

 2 年生の皆さんは、昨年ミニライブを開い

て頂いたので知っている人も多いでしょう。

私の友人でもあるシンガーソングライターの

森圭一郎です。高校時代のバイク事故で車

椅子生活となってからギターと出会い、今で

は涙なしでは聴けないような優しい歌声で

社会全体に笑顔を咲かせ続けています。 

 来る 11月 2日（土）14時半から、本校

ママズカフェで実に 8回目となるライブを

開催します。すっかり立花高校を気に入って

下さっているのです。興味のある方はコンサ

ートのチラシをもらいに来て下さいね。 

 

選挙 

 日本の学校教育がこれまで犯してきた大きな間違いの一つが、『学校では政治の

話をしてはならない』と言う風潮だと思っています。こんな大切なことにフタをして何

を教育と言うのでしょう。日本は民主主義の国家です。民主主義において極めて大

切な事は『社会的批判力』を持つことだと常々考えてきました。素直で従順な人柄は

社会的にとても高い評価を受けますが、おかしいと思うことに声を上げる力が育たな

ければ、民主主義は簡単に崩壊します。規則を守ることも、規則を疑うことも同じよう

に大切なのです。疑う力がなければ規則を変える力に変わるはずがありませんから。 

 

 大人たちが特定の政党や候補者に肩入れをするような子ども達への誘導は厳に

慎むべきです。しかし今起きていること、選挙で問われるべきこと等に一切触れずに

公平平等を優先した先に、いざ選挙に参加する権利を手に入れた 18歳の君たち

は何をどのように考えて行けばよいのでしょうか？そうして子ども時代に、自分がこの

国（学校）の主権者なのだという実感を持てないまま大人になっているからこそ、この

国の投票率は本当に恥ずかしい数字のまま衰退しているのです。選挙権は大人には

あって子どもにはありません。そんな大切な権利を放棄することは、私の中では決し

て許されない、子どもに本当に失礼な恥ずかしい行為だと思います。 

 

 生徒総会は学校行事の中で最も崇高で大切な行事です。先生方の介入を許さず

君達がこの学校の主体者として様々なことを決め、変えて、守り抜いていけるのです。

同じように様々な選挙で投票をする権利は、君達がやがて手にする（3年生の多くは

既に手に入れているのです）とてつもなく大切な権利です。どの政党が、どの候補者

の方が、君達の幸せを本気で実現しようとしているのかを、この機会に自分の目で

全力で見届けてみましょう。君達は年齢を問わずこの国の主権者の一人なのです。 
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【来週の予定】                                                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

21（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

22（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

23（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

24（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

25（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

21 日（月） 22 日（火） 23（水） 24（木） 25（金） 

アジフライ 

茄子含め煮 

豚汁 

ちゃんぽん 

しゅうまい 

ゴマ団子 

照り焼きチキン 

南瓜そぼろ煮 

みそ汁 

魚のあんかけ 

おからのサラダ 

具だくさんみそ汁 

クリームシチュー 

サラダ 

パン 

 

【今日のいいね！】

 

 

 とてつもなく気味の悪い写真を申し訳あり

ません。先日の光輝祭で3年生が作成した

作品？です。言われるがままポーズをとって

写真を撮ってもらったら、こんなことになって

しまっていたので私が私と撮ってみました。 

 生徒の皆さんはアイデアの塊です。やる前

から成否や他者評価を気にせずに、やりた

いと思った瞬間、どうすればできるかを考え

てみましょう。私にはこんなアイデアを生み出

す感性はありません。生徒の皆さんの可能

性を心からまぶしく羨ましく思っています。 

 

どうせ 

 どうせダメだから・・・のように『どうせ』と思ってしまう事は、今日と言う一日の中で

も人生においても沢山あると思います。そんな時にそれでも諦めずにどうにかしよう

とする人と、すぐに諦めてしまう人がいたとして、結果にはさほど差は開かないのかも

しれません。しかし長い価値観で見ると大きな差が広がってしまうように思うのです。 

 

 先日私は家族に駅に送ってもらいました。しかし準備にいろいろと手間取り家を出

るのが遅れてしまったのです。すると駅直前の踏切待ちで、私が乗ろうと思っていた

電車が駅に向かって通過してしまいました。もうどう頑張っても間に合いません。一本

遅い電車で行くしかないので、少し面倒くさいなぁと思いながら駅に到着しました。 

 

 すると駅のアナウンスが１～2分の列車の遅れをアナウンスしているのが聞こえまし

た。もしや？と思い全力ダッシュでホームに急いだら、既に出発していたとばかり思っ

ていた先ほどの列車が小さなトラブルでまだ停車中だったのです。そして私が乗り込

んですぐに悠然と出発したのでした。まぁただそれだけの出来事なのですが・・・ 

 

 私がどうせダメだからと諦めたら、１００％アウトでした。ダメだと思っても諦めなけれ

ば、確率がゼロでない限りはどうにかなる可能性は逃げてはいかないのです。列車

に限った話ではないですよね。私が今教員でいられるのも、高校時代のわずかな可

能性を諦めずに勉強をしたからです。成績が最低レベルだった私が志望大学に合

格できる可能性はほぼほぼゼロに等しいものでした。しかしゼロではないと信じて火

の玉になって勉強をした『諦めの悪さ』が今に繋がっています。ただ諦めないのでは

なく、今できることに全力で取り組むことが大切だと悟りました。もしダメなら？列車な

ら次の列車まで待てば済む話し。ダメでも次の手段は必ず待ってくれているのです。 
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